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技術開発研究所の

活動
新しい技術に挑戦し、
明るい未来を

切り開きます。
ｑ組織｡沿箪

電気事業の使命です。 ③昭和2B年１月に技術試験所として発足して以来、電力の安

定供給に資する研究をはじめ、地場産業･大学･公設研究機

関などとの連携をはかりながら、共同研究や技術交流を進

めています６

３平成１９年７月、「技術開発･環境保全センター｣の環境保全

業務を分離し、技術開発を専門に取り組む｢技術開発研究

所｣に改組･改称しました。

電力の安定供給と環境保全の両立が

力㈱技術開発研究所は、雷対､策技術、 電力品質向上北陸蝿

技術、：環境;､l策技術を中心に取り組んでいます。

□技術開発研究所
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新エネルギー系統影響の全体像

電力系統に現れる好ましくない物理現象のうち、新エネルギーが悪影灘を与えそうなものを抽出。項目は多数。

原因(緩和因子）地理的規模 系統影響 対策 理解度

新エネ出力変動、余剰

(新エネならし効果）

蓄電池新エネ出力抑制

蓄電池LFCで下げ代拡大
需給不平衡

周波数逸脱

必要調整力増刀［
必要予備力増加

大
１０００kｍ

(周波数問題）
不十分

新エネー斉解列

(－部負荷停止）
☆新エネFRT機能

モーター負荷

負荷までの流通経路
ローカル系統電源の停止
新エネ単独防止機能

ＳＭＥＳＳＶＣ

☆新エネFRT機能

☆新エネＤＶＳ機能
高速･強力な励磁装置

電圧崩壊

同期外れ
振動拡大

中

１００kｍ

(安定度問題）
乏しい

ｊｆ型PSS
蓄電池ガバナ

水撃作用

新エネ単独防止機能
周波数不安定

ＳＶＣ新エネ出力抑制

☆新エネ進相運転
電圧逸脱(上昇）新エネ出力変動

小

１０kｍ

(電圧問題等）
不十分

局所的需給平衡

モーター負荷(モーター負荷）
☆新エネＤＶＳ機能

新エネ単独防止機能

転送遮断強制接地短絡
☆新エネ進相運転

単独系統

青:知られていない緑:定量的計算法が未確立赤:よく言われる追加機器☆:新エネの潜在能力

ほとんど何もわかっていない。ある対策が別の不都合の原因になりうる。対策が複数の効果を持つ(真の目的は?)。対策が複数ある(費用対効果

最善のものは?)｡……－部だけを論じると＝ミスﾘｰﾄﾞ､手直しコスト国民負担増大､国際ビジネス敗退。だから全体像を知っておく必要がある。

(技術開発研究所：駒見慎太郎）

太陽光発電の進み定力率運転の効用に関する研究

[菱iii蕊薑|麟孚U二塁鰡繍繍鰄鵬菫鰯］
－股住宅が多く繋がっている実在の配電線を模擬した系統において、力率1で運転するＰＶが４[ＭＷ](配電線容量の８０％)導入された場合をシ

ミュレーションした結果、多くの区間で配電線の電圧が上限を超えてしまいます。ここで、すべてのＰＶに進み定力率運転蕊1を適用したところ、電

圧上昇が抑制され上限を逸脱しない結果となりました。さらに、配電用変圧器を含めたシミュレーション結果では、ＰＶ連系量が多くなると、進み

定力率ＯＳＢ運転(Q=－０２Ｐ)がタップ変動もなく電圧変動幅を最も小さくできることを確認しました。（電力品質チーム：石丸雅章）
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ＰＷＪ建系霞iと電圧変動幅PV進み定力率運転時の電圧進昇抑制効果

地理的規模 系統影響 原因(緩和因子） 対策 理解度

大

１０００kｍ

(周波数問題）

需給不平衡

周波数逸脱

必要調整力増加
必要予備力増加

新エネ出力変動、余剰

(新エネならし効果）

新エネー斉解列

(－部負荷停止）

蓄電池新エネ出力抑制

蓄電池LFCで下げ代拡大

☆新エネFRT機能

不十分

に'。

１００kｍ

(安定度問題）

電圧崩壊

同期外れ
振動拡大

周波数不安定

モーター負荷

負荷までの流通経路

ローカル系統電源の停止

新エネ単独防止機能

水撃作用

新エネ単独防止機能

ＳＭＥＳＳＶＣ

☆新エネFRT機能

☆新エネＤＶＳ機能

高速･強力な励磁装置

」f型PSS
蓄電池ガバナ

乏しい

小

１０kｍ

(電圧問題等）

電圧逸脱(上昇）

単独系統

新エネ出力変動

局所的需給平衡

モーター負荷(モーター負荷）
☆新エネＤＶＳ機能

ＳＶＣ新エネ出力抑制

☆新エネ進相運転

新エネ単独防止機能

転送遮断強制接地短絡

☆新エネ進相運転

不一'一分

－尋一カ率＝1（Q=0P）

一一カ率=進み0゛９９(Q=-0.1P）

－藍力率=進み0,98(Q=-0.21)）

－謙一力率=進み0,96(Q=－０．３P）
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正しい電力系統モデルに基づく

分散型電源の影響緩和に関する研究

[国鱸騨鰡警鵜蕊騨鰯灘…］
分散型電源は、お客さま負荷の近くに設置されるケースが多いため、その影響を考えるには、負荷の動きを正しく表現できる電力系統モデルを

使用して検討することが重要です｡当研究所では､負荷までの流通経路やモーター負荷を考慮した電力系統モデルを提案しています(左図)。

このモデルを用いて分散型亀源の系統事故時の影響を緩和する方法を検討した結果、瞬時電圧低下時の運転継続機能FRT(FaultRide‐

Th｢ough)と電圧維持機能DVS(DynamicVoltageSupport)を分散型電源に備えることが重要であることがわかり、その効果を実験により検

証しました(右図)。（電力品質チーム：金尾則一）

FRT､ＤＶＳ機能を付加す
ることで系統影響を緩和
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瞬時電圧低下発生時の分散型電源のFR1XDVSによる負荷魑圧の実験結果観測データを正しく再現できる電力系統モテルを用いた計算例

自然エネルギーの出力変動

のならし効果に関する研究

[講欝繍繍}繍騨譜呈'蓋jilli:iii譲誓鱸繩薑Ｉ
当研究所では、北陸地域の複数地点における曰射量や風力発電出力の実測データを収集･分析し、分散型電源の出力の相互平滑化効果(ならし

効果)に関する研究を行っています。分析の結果、点在する分散型電源出力の合計は､各々の出力が完全に同期(同時に這減)または完全にランダ

ム(ばらばらに増減)に変動すると仮定した場合と比較したところ、ある変動周期を境に周期の短い変動はランダム、周期の長い変動は同期する

傾向が強くなることが明らかになりました。

この結果を分散型電源の大量導入時に適用することで、その時の出力変動を適切に想定することが可能となり、需給調整や周波数調整などに必

要な対策･コストを評価する重要な指標が得られます。（電力品質チーム：名古屋洋之）
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系統連系円滑化蓄電システムの研究開発

[;灘讓購ｉｉ:i霧ii震ii霧j識11臺祷…」
そのため、大量に導入される際には、蓄砺技術による出力の平滑化や軽負荷時の電力貯蔵という基本的芯機能に加えて、瞬時電圧低下時の運

転継続や電圧維持などの機能が必要になると考えます。

当研究所では、これらの機能を持つ、リチウムイオン二次電池を用いた蓄電システムの開発に取り組んでいます。平成２１年度までに２５kWh級

の電池モジュールおよびそれを用いた蓄電システムを試作し、基本的な試験や機能の検証を行いました。平成22年度は､100kWh級の蓄電シス

テムを志賀風力発電設備に設置し、総合性能試験を行っています。（技術開発チーム：堀田剛）

系統iiI[系６．６ｋＶ

卜CD-l
礫.……………卜…蓄電システム…………………………．.．

瓠~;１炎｢,変１，奥装,微一変鮫樋"アム
１

制御
ｼｽﾃﾑ

剛ブ１）11ヵ，７月kⅡ

Ｆ１

～
へ

し；

|製，il1l］
--－し

i薑!i篝篝篝篝ｊｌ篝’ 鷺､.…ﾘ王立ムxlf式芝二次雷池…(100Ｍh級)……‘
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総合]性能試験図電池モジュール試作品

＊[研究蕊ﾓ元］鰯新エネルギー･産業技術総合開発椴棡
［共同研究先］ニチコン草建㈱、エナックス㈱､岩手大学、柵丼:大学､㈲曰下レアメタル研究所､胸ワイ･デーケー

電気コミュニティバスの研究開発

ＣＯa排出量の約2割を占める運輸部門において、

電気自動車や電気バスの普及拡大が期待されています。

地域においては｢低炭素社会実現｣に向けて､公共交通の利用促進、

電気自動車充電インフラの整備などの施策が実施されていますｂ当研

究所では、経済産業省委託事業により、平成１７～１９年度に小型電気

バス,急速充電装置を共同開発し、電気バス･電気自動車を用いた通

勤社会実験を実施しました。また､平成２１年度には地域の産業界バ

ス業界･自治体と連携協力して、高齢者も利用しやすい｢低床型電気

コミュニティバス｣を開発し、全国で初めて既存のバス路線で、実証

運行試験を実施しました｡この試験から､平成21年度に開発した電気

バスは､ディーゼルエンジンバスと比較して､ＣＯ２排出量を年間約4割

削減できることを明らかにしました。（技術開発チーム：元平茂）

低床型電気コミュニティバス

＊[共同研究先］ジェイ･バス㈱､㈱東京アールアンドデー、寵山地方鉄道㈹､富山ライトレール㈱､㈱まちづくりとやま
［実施協力先］富山市､北陸信越運輸局園山運輸支局、扇山日野自動車鮒



アスベスト無害化処理技術の研究開発

[篝警il蓑鵜議驫i鵜苣|iii識;ii鵜ljj窒二!｝鑿…］
平成１８年度から２１年度まで(ilO新エネルギー産業技術総合開発機構の委託を受け、従来1500℃以上でないと無害化できなかったアスベスト

を1050℃で溶融無害化する研究に取り組み、１５０１<W誘導加熱溶融炉と周辺機器をトレーラに搭載した｢オンサイト式アスベスト溶融･無害化処理

システム｣を開発しました。オンサイト式のため、解体作業から溶融･無害化処理までをアスベスト排出事業所内で完結できることから、最終処分場

への運搬時や埋立てに伴う環境リスクを低減することができます.

平成22年度には､環境大臣による無害化処理認定を取得し、当社火力発電所のアスベスト含有保温材の無害化処理を計画的に進めてまいりま

す。（環境技術チーム：山田真一） 罎一

で

●響鄙’’１鰹’ 到一率縄
÷---郡長

｜エＦｌｉ･痕且識

一ＦＰ Ｐ宙
ｑ

ＬＥＬ-

ヌヨIF1L，、iliv--
PＩ

オンサイト式アスベスト無害化処理システムを搭載し花トレーラと霊夢機器系統図

環境に優しい瞬時電圧低下補償装置の開発

工場の製造ライン、特に精密加工をしている製造現場では、落雷･風雪などによる瞬時電圧低下(瞬低)や

停電が生産ラインに多大な影響を与えるため、高い電力品質が求められています。

この対策として、現在は蓄電部に鉛蓄電池などを用いた無停電電源装置が主に使用されています。

しかし、瞬低･短時間停電(1分程度)に限定した対策装置の場合､補偵時間が短くてよいことから、当研究所とニチコン株式会社が共同で、鉛蓄

電池に代わる、有害物質を含まず環境に優しい電気二重層コンデンサ蕊1を用いた瞬時電圧低下補償装置を開発しました。なお､本装置はニチコン

株式会社にて販売しています。（電力品質チーム：金尾則一）

※１従来の噸解コンデンサに比べ約100倍震気を蓄える能力がある大容量のコンデンサ
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雷撃による送電線事故の再現精度向上に関する研究

[雪彗Ｈ１;雪ﾆﾐｸ雲i9iii鱒纏霄騨鰯嘉鰯莚謙せ川］
送電線故障を正しく再現するには、①雷撃電流の波形、②それにより発生する電線と鉄塔の間の電圧、③その電圧でフラッシオーバするか否

かの３つの要素の精度向上が必要です。

これまでの研究で、落雷時に観測した電磁界波形から雷電流波形を推定する手法を開発しました(①)｡また、鉄塔の形状に応じた解析が可能

なFDTD法※1を用いて、アークホーン間電圧を精度よく再現できる鉄塔モデルを作成しました(②)｡今後、アークホーン間に発生する複雑な電

圧を考慮できるフラッシオーバの判定手法についての検討を進めていく予定です(③)。（電力品質チーム：板本直樹）

※１Maxwellの方程式に基づき電磁現象を厳密に計算する方法
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電磁界観測局と推定電流波形の例 FDTD法による送電鉄塔モデルの例

配電用避雷器の処理エネルギー調査に関する研究

[蓋薑鱒繍鰯鵜鍵鰯停電に至鶯場合が柵す］
この現象を防止するため､実際に使用している避雷器に雷を模擬した大電流を印加し、避雷器が故障に至るまでに処理するエネルギー(以下、

処理エネルギー)の計測や故障様相の調査を行い、処理エネルギーの向上対策について検討を行っています。

研究の結杲､避雷素子の材質の違いにより単位体積当りの処理エネルギーが異なることが分かりました(左図)。また､避雷器に内蔵された避雷素

子の故障様相は３種類に大別でき､それぞれ処理エネルギーが異なることが分かりました(右図)。避雷素子の端部の沿面で閃絡した場合の処理エネ

ルギーが小さいことから､避雷素子沿面の絶縁を強化することで処理エネルギーを向上できる可能性があります。（鬮力品質チーム：島崎克彦）
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